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広 報

世帯数 2,081戸
人 口 6,964人

男 3,355人
女 3,609人

出 生 男 0 女 2 計 2
死 亡 男 4 女 0 計 4

転 入 男 9 女 5 計14
転 出 男 7 女 9 計16

（平成12年８月31日現在）

町 民 の 動 き

２０００

10
第３６４号

９月17日 、快晴のもと、横瀬小

学校と生比奈小学校で、運動会が開

催されました。

生徒も先生も保護者も様々な競技、

演技に汗と笑顔が輝いていました。

スポーツの秋本番!

（日）
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町
で
は
、
七
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
永
年
の
ご

苦
労
に
感
謝
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
十
一

回
目
の
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
、
千
二
百
十
人
で
、
約
四
百

人
の
方
が
元
気
で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
十
四
号
の
影
響
で
大
雨
が
降
る

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
典
前
の
プ
ロ

ロ
ー
グ
で
は
、
沼
江
保
育
所
児
童
に
よ
る
、
か
わ

い
い
元
気
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
フ
ル
な
歌
や
踊
り
に
よ

り
、
会
場
内
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
今
年
度
（
平
成
十
二
年
度
）
中
に

満
百
歳
に
到
達
さ
れ
る
正
木
フ
ジ
エ
さ
ん
（
生
名
）

時
本
ト
ヨ
ノ
さ
ん
（
中
角
）
に
は
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
祝
い
状
の
伝
達
や
町
長
か
ら
祝
い
状
の

贈
呈
や
功
労
者
の
方
々
に
対
す
る
表
彰
や
米
寿
・

喜
寿
該
当
者
へ
記
念
品
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
十
五
日
の
当
日
に
満
百
一
歳
に
到

達
さ
れ
た
清
水
源
太
郎
さ
ん
（
中
山
）
に
は
、
徳

島
県
知
事
代
理
と
町
長
か
ら
式
典
終
了
後
、
自
宅

訪
問
を
行
い
祝
い
状
や
記
念
品
を
贈
呈
し
、
ご
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
、
婦
人

会
中
山
支
部
に
よ
る
コ
ミ
カ
ル
舞
踊
の
長
者
ヶ
原

の
狸
ど
ん
舞
踊
で
開
幕
。
そ
の
後
、「
フ
ジ
タ
企
画

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
大
阪
市
）」
に
よ
る
演
歌
シ
ョ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
婦
人
会

や
福
祉
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
知
事
祝
い
状
百
一
歳

清
水
源
太
郎
（
中
山
）

明
治
三
十
二
年
九
月
十
五
日
生

内
閣
総
理
大
臣
祝
い
状

（
平
成
十
二
年
度
中
の
百
歳
到
達
者
）

正
木
フ
ジ
エ
（
生
名
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
六
日
生

時
本
ト
ヨ
ノ
（
中
角
）

明
治
三
十
四
年
二
月
十
一
日
生

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰
者

団
体
の
部

星
谷
老
人
ラ
ブ

個
人
の
部

谷

サ
キ
子
（
坂
本
西
老
人
ク
ラ
ブ
）

尾
花
フ
ミ
ノ
（
山
西
掛
老
人
ク
ラ
ブ
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

稼

勢

一

男
（
横
瀬
）
ほ
か
三
十
名

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

二
階
堂
清
子
（
今
山
）
他
七
十
四
名

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
知

事
と
町
長
か
ら
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
に
は
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

介護保険から

保険料は介護保険制度の大切な財源です。忘れずにきちんとおさめましょう！

65歳以上のみなさまへ
平成12年10月から介護保険料を

納めていただきます

まずは
半額から

表
彰
・
祝
い
状
等
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

101歳をむかえられた清水源太郎さんに
県知事代理からの祝い状贈呈

沼江保育所児童によるプロローグ
お元気で内閣総理大臣からの祝い状を受けられる時本さん

敬老町民のつどい第31回
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国
家
公
務
員
が
勝
浦
で
新
人
研
修

平
成
十
二
年
四
月
に
国
家
公
務
員

Ⅰ
種
に
採
用
さ
れ
た
新
人
が
、
研
修
の

一
環
と
し
て
、
地
方
の
現
状
を
学
ぶ
た

め
に
地
方
自
治
体
実
地
研
究
を
全
国

の
市
町
村
で
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
約
四
百
五
十
人
が
参
加
。
そ
の
う
ち

の
三
人
が
、
勝
浦
町
で
七
月
三
十
一
日

か
ら
八
月
四
日
ま
で
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、
五
日
間
、
町
行

政
の
説
明
を
受
け
、
ま
た
施
設
を
見

学
し
な
が
ら
、
地
方
の
実
情
等
を
学

び
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
現
場
で
国
民
に
直
接

触
れ
る
経
験
を
し
た
新
人
た
ち
。
行

政
の
第
一
線
で
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
勝
浦
町
は
ど
ん
な
ふ
う
に
見

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
研
修
を
終
え

た
感
想
を
つ
づ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
調
査
課

清
水
淳
太
郎

名
古
屋
、
京
都
、
東
京
と
都
市
に

ば
か
り
住
ん
で
き
た
私
に
と
っ
て
、

た
っ
た
一
週
間
と
は
い
え
、
勝
浦
町

で
生
活
し
た
こ
と
は
、
か
け
が
え
の

な
い
貴
重
な
人
生
経
験
と
な
っ
た
。

観
光
と
は
異
な
る
形
で
、
地
方
と
こ

れ
だ
け
ふ
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ

た
か
ら
だ
。

「
自
然
が
豊
富
な
の
だ
ろ
う
。
」

と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ

た
が
、
私
の
想
像
を
は
る
か
に
上
回
る

も
の
で
あ
っ
た
。
夜
、
見
上
げ
た
星
空
、

立
川
渓
谷
の
清
流
な
ど
都
会
の
生
活

の
中
で
は
想
像
上
の
も
の
で
し
か
な

い
よ
う
な
す
ば
ら
し
さ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
す
ば
ら
し
か
っ

た
の
は
、
人
々
の
温
か
さ
で
あ
る
。

受
け
入
れ
て
く
れ
た
役
場
の
方
を
は

じ
め
と
し
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
温
か

さ
は
、
初
め
て
の
土
地
の
緊
張
を
い

や
し
て
く
れ
た
。「
た
ま
た
ま
通
り
が

か
っ
た
見
知
ら
ぬ
人
と
、
自
然
と
挨

拶
を
で
き
る
。」
考
え
て
み
れ
ば
、

当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
都
会

で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
地
方
自
治
研

修
で
学
ぶ
べ
き
は
、「
豊
か
さ
と
は
何

か
」
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
っ
た
気

が
す
る
。
た
し
か
に
、
都
会
の
方
が

高
所
得
だ
ろ
う
し
、
娯
楽
施
設
も
た

く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
結

局
、
時
間
に
追
わ
れ
、
人
間
関
係
で

悩
み
、
豊
か
さ
を
享
受
で
き
て
い
な

い
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
幸

運
に
も
勝
浦
町
を
訪
れ
る
機
会
を
得

て
、
こ
の
根
元
的
な
問
へ
の
解
決
の

一
端
を
垣
間
見
た
気
が
す
る
。
今
後

の
仕
事
の
中
で
、
こ
の
思
い
を
忘
れ

ず
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

川口町長より説明を受ける研修生

阿波おどりを体験

主 催／全国食文化交流プラザ事業中央推進協議会 全国食文化交流プラザ徳島県実行委員会 提唱／農林水産省
お問い合わせは／徳島県農林水産部流通対策室088-621-2410 http://WWW．Syokupura-tokushima．com/

もてなしの食街道

全 国 食 文 化 交 流 プ ラ ザ ２ ０ ０ ０

2000年 入場無料

○アスティとくしま
○藍場浜公園他

10/6 ～10

徳島をはじめとする全国のおいしい「食」を詰め込んだ「全国食文化交流プラザ2000」が今秋開催されます。見る、食べる、

学ぶ、参加するなど、家族で楽しめるイベントでいっぱいです。20世紀を締めくくるおいしい５日間にご期待ください。

坂
本
農
産
グ
ル
ー
プ
出
展
の

「
季
節
を
綴
る
ふ
る
さ
と
弁
当
」

の
作
品

勝浦町からもこのイベントに参加します

メイン会場となるアスティとくしまの「わが町・わが

村ゾーン」において勝浦町から特産市を出店します。

また、坂本農産グループからは、新食生活コンクール

の出展作品の展示や生活改善グループ「やまびこ」によ

る郷土料理「あゆ雑炊」のふるまいなどがあります。

みなさんお越しのうえ、ぜひこの機会に味覚の秋を堪

能してみませんか。

（火）（金）
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全国お手玉大会

優勝２年連続 鴻 本 千 秋さん

団体準優勝 勝浦お手玉の会

８月27日新居浜市において第９回全

国お手玉遊び大会が行われ、選手700

名が熱戦を展開した。

鴻本千秋さんが、個人小学生の部両

手３個ゆり優勝、片手２個ゆり準優勝。

中二中川真友子さんが個人一般の部両

手３個ゆり第３位に輝いた。

団体戦一般の部では、69チームを勝

ち進み、優勝戦では熊本チームと対戦し

て、２点差で惜しくも準優勝となった。

なお、前夜祭の各県報告で、勝浦お

手玉の会小中学生５名（鴻本千秋・新

開有紗・坪井真澄・稼勢千尋・中川真

友子）がお手玉演舞３曲を披露、大好

評を博し、福島県うつくしま未来博の

ステージにもとり入れたいとの話も入っ

た。
前夜祭でお手玉演舞する小中学生５名

向かって左から 鴻本千秋・新開有紗・坪井真澄・稼勢千尋・中川真友子

個人小学生の部

両手３個ゆりで優勝の

鴻本千秋さん

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
に

か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
運
動
期

間
中
の
二
十
六
日
、
生
比
奈
な

か
よ
し
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
園

児
・
保
護
者
が
県
道
上
那
賀
線

で
四
月
一
日
か
ら
着
用
義
務
化

に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
徹
底
を
訴
え
ま
し
た
。

な
お
、
高
齢
者
教
室
・
広
報
車

に
よ
る
町
内
巡
回
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
本
町
に
お
い
て
、

死
亡
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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婦人会ミニ運動会

町内16支部から330人が参加し、婦人会（会長

東フジ子 沼江）ミニ運動会が９月９日、勤労

福祉センターにおいて盛大に開催されました。

来賓として佐藤郡婦連会長、川口町長、松浦

教育長が参加し、婦人会員と共に競技種目に汗

を流しました。

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式
野
球
町
予
選

第
七
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式

野
球
町
予
選
が
、
八
月
二
十

一
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
九
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の

連
続
で
、
決
勝
は
球
友
ク
ラ

ブ
対
生
名
の
対
決
と
な
り
、

接
戦
の
末
、
球
友
ク
ラ
ブ
が

勝
利
し
、
勝
浦
町
代
表
と
な

り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第７回

生

名

山

西

掛

星

谷

黒

岩

連

今

山

横

瀬

球
友
ク
ラ
ブ

坂

本

た

な

の

球友クラブ

22種目で

汗流す

募
集
内
容

例

①
我
が
家
の
家
族
の
生
活
写
真
な
ど

②
四
季
を
通
じ
た
村
の
風
景
や
農

作
業
写
真
な
ど

③
今
後
変
わ
る
と
思
う
箇
所
の
現

場
写
真
な
ど

サ

イ

ズ

ハ
ガ
キ
ま
た
は
二
分
の
一
の
大
き
さ

に
写
真
説
明
を
書
い
て

締

切

日

平
成
十
三
年
一
月
末
日

送

り

先

各
地
区
の
隣
組
長
・

敏
鎌
謙
次
・
久
保
茂
孝
・

岡
慶
次
郎
ま
で

※
な
お
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

（

二
―
二
三
二
〇
）
岡
ま
で

久
国
村
の
二
〇
〇
〇
年
を

後
世
に
残
そ
う
！

「
時
の
流
れ
は
人
を
待
た
ず
」

久
国
写
真
文
化
村
創
り
の
一
つ
と
し
て
、
二

〇
〇
〇
年
の
村
の
姿
を
記
録
に
残
す
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
今
後
区
が
保
存

し
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
で
き
れ
ば

一
家
に
一
枚
（
最
低
）
以
上
は
提
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
区
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
だ
よ
り



10月１日は
浄化槽の日
－きれいな河川を残そう－

６

この日は、浄化槽法が昭和60年10月１日に施行さ

れたのを記念して設けられました。この日を中心に

全国各地で浄化槽関連行事が多く行われています。

わが国では、浄化槽水洗化人口は、総人口の28％

となっています。しかし、現在設置されている浄化

槽は、87％が単独浄化槽（し尿のみ処理）です。環

境を良くするためには、生活雑排水（台所、風呂等）

とし尿を併せて処理する合併処理浄化槽を設置推進

することが重要になっています。

このような情勢から、浄化槽法の改正により、平

成13年４月１日より新設時には合併処理浄化槽が義

務化になりました。また、徳島県浄化槽取扱要綱に

おいても、平成12年７月から原則として新設時は合

併処理浄化槽を義務化しました。

これからの世代にきれいな水路や河川を残すため

にも、浄化槽の役割は大切になっています。

クリーン情報－リサイクルで豊かな未来－

家族のみんなが

知っておくべきことは

何ですか

１登録を受けた保守点

検業者と保守点検契

約を、許可を受けた

清掃業者と清掃契約

をそれぞれ結んでく

ださい。また、指定

検査機関に検査を

依頼してください。

２ちょっとした心づかいをしてください

○台 所 で

・使った油は、流しな

どに流さず、ゴミと

いっしょに出す

・なべや皿のひどい汚れ

は紙でふいてから洗う

・三角コーナーには細かいネットをかぶせる

○洗 濯 で

・無りん洗剤を使う

・洗剤はかならず適量をはかっ

て使う

・漂白剤は適量を使う

○ト イ レ で

・紙おむつ、衛生用品、たばこ

の吸殻を流さない

・トイレットペーパーを使う

・塩酸等の薬品を使わない

（普通のトイレ洗剤はＯＫ）

○浄 化 槽 で

・殺虫剤は使わない

・ブロワーの電源を絶対に切ら

ない

小型合併処理浄化槽は、し尿だけでなく台

所や風呂、洗濯などの生活雑排水もいっしょ

に処理する浄化槽です。それだけにさまざま

な性質の汚水を処理する能力が要求されま

す。こうした状況を浄化槽を使用する家族

のみんなが理解し、浄化槽が機能を十分に

発揮できるように協力することが大切です。



７

10月 あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
三
月
曜
日

（16日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日

（23日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 豆 腐 屋 さ ん 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

五

月

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

10月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日

（17日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（24日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜

日

（31日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

クリーン情報 －家庭ゴミ 出す前に分別チェック－

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が

増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て

犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責

任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
て
な
い
犬
は
、
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

10月11日

10月25日

（水）

（水）



総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

第
十
回

健
康･

福
祉
ま
つ
り

と

き

十
月
二
十
一
日

午
前
九
時
か
ら

と
こ
ろ

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
の
平
均
寿
命
は
、
戦
後
急
速
に
延

び
、
厚
生
白
書
に
よ
る
と
平
成
十
年
で
は
男

性
七
七
殴一
六
歳
、
女
性
八
四
殴〇
一
歳
と
世

界
の
最
高
水
準
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
長
寿
を
実
現
し
た
背
景
に
は
、
感

染
症
な
ど
の
急
性
疾
患
が
激
減
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
が
ん
や
循

環
器
疾
患
等
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
な

ど
疾
病
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
期
に
な
る
と
加
齢
に
伴
い
身
体
的
機
能

が
低
下
す
る
た
め
様
々
な
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
日

常
生
活
に
支
障
が
生
ず
る
程
健
康
を
損
ね
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
健
康
寿
命
」

の
延
長
、
つ
ま
り
高
齢
期
に
お
い
て
も
生
活
の

質
を
維
持
し
障
害
の
少
な
い
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
高
齢
期
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
健

康
づ
く
り
を
始
め
る
の
で
は
な
く
、
若
い
頃

か
ら
正
し
い
食
生
活
や
体
を
動
か
す
な
ど
の

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
な
が
ら
日
常
の
健
康
管
理
に
留
意
し
て
、

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
生
活
様
式
は
、
各
個
人
に
よ
っ
て
多

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分

で
守
る
」
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
自
発

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
な
お
一
層
重
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
町
で
は
、
年
一
回
健
康
や

福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
健
康
・

福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
地
域
活
動

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

８

８:00～９: 00 受 付

９:00～９: 45 式 典

表彰など

10 : 00～11: 15 特別講演

演題「充実した人生とは」

講師 天台宗僧侶

藤井妙法さん

11 : 30～ アトラクション

手話コーラス

徳島県警音楽隊演奏

13 : 00 終 了

その他催し物
不用品バザー・フリーマーケット

日程および内容

（土）



Information

９

日

時

十
月
二
十
二
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入

場

無

料

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
「
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
芝
居
」
が
国
の
指
定
を
受
け
、
記

念
公
演
と
し
て
今
回
上
演
い
た
し
ま
す
。
友

情
出
演
と
し
て
木
沢
村
芸
能
振
興
会
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
花
を
添
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
演
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
え
び
す
舞

木
沢
村
芸
能
振
興
会

一
、
傾
城
阿
波
の
鳴
門
（
巡
礼
歌
の
段
）

徳
島
県
立
勝
浦
高
校

傾
城
阿
波
の
鳴
門
（
十
郎
兵
衛
内
の
段
）

勝
浦
高
校
卒
業
生

一
、
壷
坂
観
音
霊
験
記

（
沢
市
内
よ
り
壷
坂
寺
の
段
）

木
沢
村
芸
能
振
興
会

一
、
絵
本
太
功
記
（
尼
崎
の
段
）

勝

浦

座

と

き

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
五
日

に
延
期
し

ま
す
）

と
こ
ろ

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

次
の
お
と
り
、
正
看
護
婦
士

を
募
集
し
ま

す
の
で
ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
、（
市
販
の

も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

正
看
護
婦
士

一
名

募
集
期
間

平
成
十
二
年
十
月
二
日

か
ら
十
三
日

ま
で

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

選
考
方
法

面
接

筆
記
試
験
等
に
て
選
考
し
ま
す
。

場
所

勝
浦
病
院

書
類
提
出
先
及
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
棚
野
字
竹
国
十
三
番
地
の
二

勝
浦
病
院

（

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
五
五
）

調査票は届きましたか？

勝浦町役場 住民課 統計係 ２－１５０１

○10月１日現在で2000年国勢調査がいっ

せいに行われています。

○所定の事項に正しく回答してください。

○国勢調査員が回収にうかがいます。

黒鉛筆で記入してください。

阿
波
人
形
芝
居

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

勝
浦

勝
浦
病
院
職
員
募
集

第
三
十
九
回

町
民
体
育
大
会

（日）

（月）

（金）

（金）

（日）



10

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
視

覚
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活
上
の
不
便
さ
を
軽

減
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。
入
所
し
て
、
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○

歩

行

訓
練

盲
人
安
全
つ
え
の
使
い
方
や
手
引
き
の
受

け
方
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

点
字
の
読
み
書
き
等
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

○

日
常
生
活
技
術
訓
練

家
事
や
身
辺
の
管
理
に
必
要
な
訓
練
を
行

い
ま
す
。

※
生
活
訓
練
科
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人

徳
島
県
社
会
福
祉
事
業
団

徳
島
県
立
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
七
七
〇
―
〇
九
三
七

徳
島
市
富
田
橋
六
丁
目
一
番
地

〇
八
八
―
六
二
三
―
六
三
一
一

心
豊
か
な
生
涯
学
習
を

女
性
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
な
が
ら
、
出
あ
い
、
学

び
あ
い
、
視
野
を
広
め
、
社
会
の
変
化
に
対

応
し
よ
う
と
、
八
月
二
十
九
日

す
だ
ち
学

級

が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
学
級
生
は
三
十
人
で
す
が
、
今
後
月

に
一
回
の
予
定
で
調
理
実
習
、
現
地
学
習
、

生
活
課
題
学
習
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決

め
、
幅
広
い
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

学
級
に
参
加
の
ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学

級

長

山

西

一

子
（
今
山
）

副
学
級
長

神

田

保

子
（
中
山
）

伊
丹
さ
わ
み
（
中
角
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
二
階
に
併

設
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ゆ
の
里
」
が

開
設
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
定
員
は
九
名
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
自
宅
で
居
る
よ
う
な

雰
囲
気
を
利
用
者
と
職
員
が
作
り
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
環
境
の
中
で
、
個
々
の
残

存
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
自
由
に
ゆ
っ
く

り
と
暮
ら
せ
る
場
所
で
す
。

食
事
は
、
盛
り
つ
け
を
し
た
り
、
簡
単
な
お

や
つ
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た
り
し
ま
す
。

入
浴
は
、
毎
日
自
由
な
時
間
に
入
浴
で
き
ま
す
。

生
活
用
品
等
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
準

備
し
ま
す
が
、
自
宅
で
使
い
慣
れ
て
い
る
物
を

持
ち
込
ん
で
、
利
用
者
自
身
の
部
屋
づ
く
り
を

考
え
て
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
介
護
保
険
制
度
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

み
か
ん
の
郷
で
は
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し

て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、
健
康
維
持
の
促

進
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル

に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
先

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ゆ
の
里
」

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
み
か
ん
の
郷
」

オ
レ
ン
ジ
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
五
四
―
二
―
三
七
〇
〇

十
月
一
日
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
あ
ゆ
の
里
」
が
開
設
し
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ゆ
の
里
」
紹
介

喜
楽
苑
・

オ
レ
ン
ジ
荘
文
化
祭

第９回
十
月
二
十
八
日

十
時
か
ら
、
喜
楽
苑
・

オ
レ
ン
ジ
荘
で
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
利
用
者
の
作
品
展
示
や
演
芸
、

多
く
の
模
擬
店
も
出
店
し
ま
す
。
今
年
の

演
芸
で
は
、
白
鳥
動
物
園
か
ら
は
か
わ
い

い
犬
の
参
加
が
あ
り
、「
わ
ん
わ
ん
シ
ョ
ー
」

を
披
露
し
て
く
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
催
し

物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

す
だ
ち
学
級

が
ス
タ
ー
ト

入
所
し
て
生
活
訓
練
を

し
て
み
ま
し
よ
う

（土）

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
み
か
ん
の
郷
」に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

完
成
し
ま
し
た
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Information

毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、
園
庭
）

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

昭
和
三
十
年
度
よ
り
各
地
区
に
納
税
貯
蓄

組
合
が
順
次
設
立
さ
れ
、
現
在
五
十
九
組
織

で
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
納
税
組

合
員
か
ら
の
納
付
額
を
基
礎
に
、
当
該
年
度

の
予
算
額
（
近
年
は
、
二
百
九
十
万
円
）
を

按
分
率
に
よ
っ
て
助
成
し
、
今
日
ま
で
振
替

納
税
制
度
の
普
及
、
拡
大
と
納
税
道
義
の
高

揚
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
助
成
金
は
、
納
税
貯

蓄
組
合
法
（
昭
和
二
十
六
年
制
定
）
に
基
づ

き
、
勝
浦
町
納
税
貯
蓄
組
合
助
成
等
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
施
行
）
で

施
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
納
税
貯
蓄
組
合
法

第
十
条
第
一
項
は
「
…
…
事
務
費
を
補
う
た

め
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
事
務
費
以
外
の
助
成
は
法

に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
年
一
月

に
小
田
原
市
に
お
け
る
住
民
訴
訟
で
違
法
と

判
決
。
ま
た
、
新
聞
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
、

近
時
、
県
北
の
町
に
お
い
て
も
返
還
を
求
め

た
提
訴
な
ど
あ
り
、
県
下
市
町
村
で
廃
止
等

へ
の
見
直
し
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
他
市
町
村
の
方
針
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
法
の
趣

旨
を
逸
し
た
違
法
性
の
あ
る
支
出
で
あ
る
と

の
見
解
か
ら
、
引
き
続
い
て
交
付
し
て
ゆ
く

の
は
困
難
な
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
納
税
道
義
と
振
替
納
税
の
高
揚
、

普
及
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
十
二
年
度
交
付
分
か
ら
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
助
成
金
は
廃
止
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
区
納
税
貯
蓄
組
織
に
つ

い
て
も
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
で
解

散
や
む
な
し
と
な
り
ま
す
。

歴
代
の
役
員
さ
ん
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
皆
々
様
に
深
く
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

な
お
、
今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
ま

で
と
同
様
に
、
金
融
機
関
か
ら
の
引
落
と
し

に
よ
る
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
第
一
号
被
保

険
者
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
介
護
保
険

料
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。対

象
と
な
る
の
は
、
年
額
十
八
万
円
以
上

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
の
方
で
す
。

年
間
十
八
万
円
未
満
の
老
齢
（
退
職
）
年
金

受
給
者
や
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の

受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
回
十
月
分
の
年
金
の
定
期
支
払
い
か
ら

特
別
徴
収
が
始
ま
り
、
保
険
料
の
額
は
「
支

払
通
知
書
」
ま
た
は
「
振
込
通
知
書
」
に
記

載
さ
れ
ま
す
。

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
九
年
度

か
ら
、
公
営
住
宅
家
賃
が
定
額
家
賃
か
ら
応

能
応
益
家
賃
制
度
に
変
わ
り
、
住
宅
入
居
者

か
ら
毎
年
十
月
一
日
を
基
準
日
と
し
た
、
入

居
者
全
員
の
収
入
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
公
営
住
宅

入
居
者
の
収
入
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

収
入
等
を
証
明
で
き
る
書
類
、
印
鑑
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
な
ど
が
入
居
者

に
い
る
場
合
）
等
を
持
参
の
う
え
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
二
年
十
月
五
日

・
六
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場

所

役
場
第
一
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

楽
し
く
子
育
て

十
月
の
予
定

26日 19日 12日 １ 日

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
十
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
）

・
秋
の
遠
足

（
詳
細
は
保
育
所
で
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
運
動
会
ご
っ
こ
）

・
運
動
会

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時

生
小
運
動
場

（
雨
天
の
場
合
は
生
小
体
育
館
）

体
操
、
踊
り
、
競
技
に
参
加
し
ま
す

税務課

地
区
納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
助
成
金
が

十
二
年
度
分
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
だ
よ
り

介
護
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

住 民課

住 民課

平
成
十
二
年
度

収
入
申
告
等
に
つ
い
て

公
営
住
宅
入
居
者
へ

自賠責保険（共済）は、万一の

交通事故の際の基本的な対人賠償

を目的として、バイク・原付自転

車を含むすべての自動車に加入が

義務づけられている保険です。

車検制度のないバイク・原付自

転車の期限切れ、かけ忘れにご注

意ください。

詳しくは

四国運輸局徳島陸運支局 輸送課

碓姥姥（蔚唄臼）唄姥臼臼まで

自賠責保険（共済）の

期限は切れていませんか

忘れていませんか？

（木） （日）（木）（木）

（金）

（木）



平成13年度版

詳しくは、広報折り込みを

ご覧ください。

徳島県民手帳の

申し込みについて

県民手帳の申し込みを次のとお

り受付しますので、期日までにお

申し込みください。

○申 込 締 切

平成臼渦年臼碓月臼鰻日

○お問い合わせ先

役場住民課（
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Information

行
政
相
談
所

秋
の
行
政
相
談
週
間

畑
総
水
利
用
等
に
つ
い
て

勝
浦
町
土
地
改
良
区

気
象
災
害
と
防
災

防
災
気
象
講
演
会

勝
浦
町
森
林
組
合

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
六
日

ま
で

に
し
て
く
だ
さ
い
。

植
林
予
定
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
山
林

の
場
合
、
ま
た
農
地
で
農
業
委
員
会
発
行

の
農
地
転
用
許
可
証
が
あ
る
場
合
は
、
造

林
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林

組
合
添
え
付
け
の
造
林
保
育
事
業
委
託
申

請
書
に
よ
り
申
請
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
地
目
が
山
林
で
も
現
況
が
農

地
の
場
合
は
、
農
地
転
用
許
可
証
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三

日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
森
林
組
合

二
―
一
五
一
二

畑
総
末
端
施
設
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に

使
用
料
等
第
二
期
分
の
納
付
月
（
十
月
中
旬

か
ら
十
一
月
中
旬
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
各
人
預
金
口
座
よ
り
引
落
と
し
と
な
っ

て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
集
金
さ
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
地
元
委
員
さ
ん
が
回
ら
れ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
近
日
中
に
メ
ー
タ
ー
検
針
員
さ
ん
が

回
ら
れ
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
付
近
の
整
理

整
頓
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑
総
末
端
施
設
を
上
水
道
管
に
は
絶
対
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
法
に
よ
り
罪

に
問
わ
れ
ま
す
。

と

き

平
成
十
二
年
十
月
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
十
分

と
こ
ろ

郷
土
文
化
会
館

大
会
議
室
四
階

徳
島
市
藍
場
町
二
丁
目

入

場

無

料

講

演

「
気
象
災
害
と
防
災
」

日
本
損
害
保
険
協
会
講
師

理
学
博
士

宮

澤

清

治

ビ
デ
オ
上
映
「
河
川
災
害
の
教
訓
」

一
九
九
八
年
の
集
中
豪
雨
、
被
災
住
民
の
声

高
知
県
土
佐
山
田
町
、
福
島
市
、
郡
山
市
、

栃
木
県
那
須
町

主

催

徳
島
県
・
徳
島
地
方
気
象
台
・

日
本
損
害
保
険
協
会

後

援

徳
島
市
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
・

四
国
放
送

・
徳
島
新
聞
社
・

エ
フ
エ
ム
徳
島

※
お
願
い
…
…
駐
車
場
の
用
意
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

徳
島
行
政
監
察
事
務
所

行
政
相
談
委
員

高

橋

嗣

男

十
月
十
六
日

か
ら
二
十
二
日

ま
で
の

一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
徳
島
行

政
監
察
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
地
元
行
政

相
談
委
員
が
次
の
お
と
り
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付
け
る
こ

と
に
し
て
い
て
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日

時

平
成
十
二
年
十
月
二
十
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
予
定
機
関

行
政
相
談
員

相
談
内
容

例

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹
凸
の
解
消
）
輸
送
機
関
（
乗
り

継
ぎ
時
間
の
調
整
、
時
刻
表
等
の

表
示
）
、
病
院
（
待
ち
時
間
の
表

示
）
、
申
請
窓
口
の
応
対
、
登
記
、

農
林
水
産
、
商
工
、
福
祉
、
年
金
、

社
会
教
育
、
郵
便
な
ど
の
仕
事
や

身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て

12

来
春
（
平
成
十
三
年
）
植
林
す
る
杉
・
桧

等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付

し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

２－1501）まで

（火）

（木）

（土）

（月）

（月）

（金）
（日）

（１）（２）（３）

(株)
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障害者の家族として

希
望
に
満
ち
て
小
学
校
に
入
学
し
た

頃
、
友
だ
ち
と
の
会
話
の
中
で
、
上
の

学
年
に
姉
や
兄
が
い
る
こ
と
が
自
慢
の

一
つ
だ
っ
た
と
き
、
僕
も
負
け
ず
に
姉

の
存
在
を
主
張
し
ま
し
た
。
僕
の
姉
は
、

重
度
の
障
害
児
で
、
歩
く
こ
と
も
話
す

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
僕
に
友

だ
ち
の
言
葉
は
「
お
ま
え
の
姉
ち
ゃ
ん

な
ん
か
普
通
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。
」
と

い
う
冷
た
い
も
の
で
し
た
。
確
か
に
み

ん
な
の
姉
や
兄
の
よ
う
に
地
元
の
小
学

校
に
は
通
っ
て
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

僕
に
と
っ
て
は
た
っ
た
一
人
の
姉
に
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
は
布
団
を
か
ぶ
っ

て
泣
き
ま
し
た
。
様
子
の
お
か
し
か
っ

た
僕
を
母
は
心
配
し
「
何
か
あ
っ
た
の
、

ど
う
し
た
の
。」
と
何
度
も
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
が
、
僕
に
は
何
も
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
言
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
が
障
害
を
持
っ
た
姉
の
存
在

を
悲
し
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
か
っ

た
し
、
そ
れ
が
悲
し
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
す
。
小
さ
か
っ
た
僕
に
は

そ
の
時
の
気
持
ち
を
上
手
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

姉
は
現
在
高
校
一
年
生
で
す
が
、
体

重
は
わ
ず
か
二
十
キ
ロ
足
ら
ず
の
細
い

身
体
で
す
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
体
力
と
の
戦
い
で
、

年
子
で
生
ま
れ
た
僕
は
、
よ
く
祖
母
に

預
け
ら
れ
、
姉
の
病
院
通
い
を
見
送
っ

て
い
ま
し
た
。
体
力
の
な
い
姉
は
、
体

調
を
崩
す
と
嘔
吐
が
始
ま
り
ま
す
。
何

も
食
べ
ず
、
一
日
中
体
を
折
り
曲
げ
る

よ
う
に
吐
き
続
け
、
体
中
の
水
分
が
な

く
な
り
脱
水
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
母
は
姉
の
そ
ん
な
症

状
に
気
付
く
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
病
院

に
飛
ん
で
行
き
ま
す
。
一
年
間
に
そ
ん

な
こ
と
が
何
度
も
あ
り
、
入
院
す
る
こ

と
も
た
び
た
び
の
こ
と
で
し
た
。
姉
を

抱
き
、
荷
物
を
抱
え
る
母
の
姿
は
大
変

そ
の
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
最
近
は
、

常
連
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
姉
に
、
病
院

の
方
で
も
か
な
り
配
慮
を
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
母
は
そ
の
嬉
し
さ
を
自

慢
気
に
話
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
生
活
は
、
姉
を
中
心
に
回
っ

て
い
る
の
で
、
僕
や
妹
も
か
な
り
影
響

を
受
け
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
の
全
て
を
母
の
介
護
に
委

ね
て
い
る
姉
は
、
食
事
も
排
泄
も
、
眠

る
こ
と
さ
え
も
自
力
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
家
族
が
一
番
気
を
使
う
こ
と
は
、

姉
を
寝
付
か
せ
る
の
に
一
時
間
以
上
も

母
が
添
い
寝
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

寝
付
い
た
ら
布
団
に
触
っ
た
り
、
小
さ

な
揺
れ
も
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
家
族
み
ん

な
で
気
を
使
い
な
が
ら
生
活
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と

に
そ
ん
な
不
都
合
と
思
わ
れ
る
生
活
を

家
族
は
特
に
苦
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
我
が
家
で
は
そ
れ
が
暗
黙
の
了

解
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
生
活
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
一
人
の
家
族
の
た
め

に
み
ん
な
が
協
力
す
る
の
は
自
然
な
こ

と
で
、
姉
が
障
害
児
だ
か
ら
特
別
に
こ

う
い
う
生
活
を
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
何
よ
り
一
番
辛
い
の
は
姉
で

あ
り
、
そ
の
苦
し
み
を
分
け
合
っ
て
こ

そ
家
族
な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。痛

み
を
訴
え
る
こ
と
も
、
自
由
に
手

足
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
ず
、
自
分
の

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
を
与
え
ら

れ
、
そ
の
中
で
精
一
杯
生
き
て
い
る
姉

を
見
る
と
き
、
胸
が
熱
く
な
る
の
を
感

じ
ま
す
。
た
だ
家
族
が
救
わ
れ
る
の
は
、

姉
は
嬉
し
い
と
き
、
楽
し
い
と
き
、
と

て
も
よ
く
笑
い
ま
す
。
自
分
が
世
界
一

の
幸
せ
者
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
、

周
り
の
僕
た
ち
も
楽
し
い
気
持
ち
に
な

る
よ
う
な
、
正
に
宝
物
の
笑
顔
で
す
。

自
分
に
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
る

人
に
惜
し
み
な
く
笑
顔
を
返
し
、
誰
を

恨
む
こ
と
も
疑
う
こ
と
も
な
い
本
当
に

き
れ
い
な
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

生
き
る
こ
と
と
真
正
面
か
ら
向
き
合

い
、
自
分
を
特
別
だ
と
か
、
か
わ
い
そ

う
な
ど
と
思
う
こ
と
も
な
い
姉
、
そ
の

命
を
精
一
杯
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

家
族
や
、
障
害
者
に
理
解
あ
る
人
た
ち

の
た
め
に
も
「
普
通
じ
ゃ
な
い
」
と
笑

う
人
の
い
る
社
会
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
普
通
」
に
見
え
な
い
姉
の
よ
う
な

障
害
者
が
僕
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
こ

と
が
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
社
会
は
弱
い
立
場
の
人
に
対
し

て
「
何
か
を
し
て
あ
げ
る
。
」
と
い
う

考
え
方
が
福
祉
の
形
と
考
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
人
間

は
人
に
優
し
さ
を
恵
む
の
で
は
な
く
、

対
等
な
立
場
で
共
に
生
き
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
健
常

者
の
中
に
は
、
障
害
者
は
「
別
の
世
界

の
人
」
と
い
う
意
識
が
強
く
残
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
障
害
者
の
い

る
家
庭
だ
か
ら
大
変
」、「
不
自
由
な
身

体
で
気
の
毒
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方

を
「
困
っ
て
い
る
か
ら
手
を
貸
そ
う
」、

「
不
自
由
だ
か
ら
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
さ
せ
て
や
ろ
う
」
と
健
常
者
と

一
緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
考
え
方
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
本
当
の
福
祉
社
会

へ
の
道
な
の
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
で
障
害
者
を
理
解
し
て
ほ

し
い
し
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
障
害
者
を

判
断
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
姉
は
大
人
に
な
り
、
母
も

年
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
一
生
自
分
の

そ
ば
に
母
が
い
る
と
信
じ
て
い
る
姉
と
、

人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
姉
の
介
護
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
母
、
そ
ん
な
二
人
が
、
何
の

不
安
も
な
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
信

じ
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
と
来
る
と
僕
は
信
じ
て
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら



信
じ
合
え
る
仲
だ
か
ら
こ
そ
明
日
が
あ
る

棚
野

島

つ
と
む

一
冊
の
聖
書
に
神
を
信
じ
き
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

信
じ
合
い
共
に
白
髪
の
五
十
年

横
瀬

前

田

好

月

信
じ
よ
う
父
の
残
し
た
道
し
る
べ

棚
野

田

中

思

葦

い
ば
ら
道
信
じ
て
越
え
た
夫
婦
坂

横
瀬

桜

木

千

代

信
じ
合
う
人
が
い
る
か
ら
生
き
ら
れ
る

立
川

前

田

千

恵

先
生
の
一
言
自
信
つ
い
て
来
る

横
瀬

中

田

万

里

又
喧
嘩
本
音
は
信
じ
合
っ
て
い
て

中
山

山
下
ふ
さ
を

深
い
皺
信
じ
た
子
供
そ
っ
ぽ
向
く

久
国

美

馬

真

由

信
じ
合
い
ど
う
に
か
峠
越
え
ま
し
た

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

ど
こ
ま
で
も
あ
な
た
信
じ
て
つ
い
て
ゆ
く

横
瀬

日

下

美

里

米
一
粒
捨
て
な
い
習
慣
捨
て
ら
れ
ず

棚
野

殿

川

早

苗

米
を
研
ぐ
平
和
は
ず
っ
と
守
ら
ね
ば

棚
野

田

中

思

葦

酒
作
り
銘
柄
米
で
味
く
ら
べ

横
瀬

錦

内

常

一

余
る
米
そ
れ
で
も
残
し
た
い
棚
田

棚
野

穏

台

綾

古
米
を
た
べ
て
新
米
子
に
送
る

立
川

堀

梅

子

幸
せ
を
信
じ
明
日
の
米
を
研
ぐ

生
名

岩

本

敏

子

新
米
の
香
り
に
負
け
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

横
瀬

桜

木

千

代

だ
ん
だ
ん
と
重
く
な
っ
た
よ
二
斗
の
米

棚
野

島

つ
と
む

実
家
か
ら
届
く
お
米
は
天
下
一

横
瀬

日

下

美

里

満
月
に
稲
穂
が
光
り
つ
つ
揺
れ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

見
舞
い
客
里
の
ニ
ュ
ー
ス
を
置
い
て
行
く

横
瀬

呑
口
精
一
郎

睦
ま
じ
く
生
き
て
つ
ば
め
の
来
る
住
ま
い

生
名

岩

本

敏

子

秋
じ
ま
い
演
歌
聞
き
つ
つ
寝
て
し
ま
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

田
植
え
時
今
は
機
械
化
旅
に
出
る

横
瀬

前

田

好

月

寝
そ
び
れ
た
脳
の
す
き
間
の
も
の
思
い

久
国

美

馬

真

由

八
十
路
自
作
自
演
の
余
生
で
す

横
瀬

錦

内

常

一

山
に
い
て
山
の
い
い
と
こ
知
ら
ぬ
ま
ま

横
瀬

呑
口
精
一
郎

又
一
つ
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
夕
べ

棚
野

穏

台

綾

シ
ド
ニ
ー
の
孫
と
話
せ
て
悔
い
は
な
い

立
川

前

田

千

恵

甘
い
汁
吸
え
ず
相
手
に
吸
い
取
ら
れ

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

腹
の
虫
お
さ
え
押
さ
え
て
受
け
流
す

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

拗
ね
て
い
る
後
ろ
姿
に
負
け
ま
し
た

中
山

山
下
ふ
さ
を

住
ん
で
よ
い
町
で
噂
も
あ
た
た
か
い

棚
野

殿

川

早

苗

ウ
エ
ス
ト
を
気
に
す
る
ほ
ど
に
若
く
な
し

立
川

堀

梅

子

老
い
一
人
ハ
イ
ザ
ー
軽
い
音
立
て
る

横
瀬

中

田

万

里

14

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

題

信

じ

る

題

米

雑

詠
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駐在所
だより

全国地域安全運動

10月11日
～20日

みんなでつくろう･安心の街

－スローガン－

犯罪のない安全で、明るく住みよい地域社会を実現

するため「全国地域安全運動」を展開します。

本運動は、防犯委員、地域の安全を守る会、地区青

年会、子ども110番の家、学生ボランティア、夜間安

全モニター、少年補導協助員等「地域安全ネットワー

ク」の関係者が相互間の連携を図り、地域安全活動の

効果を最大限に上げることを目的としています。

み
ん
な
の
力
で

暴
力
を
追
放
し
よ
う

こ
の
た
び
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁

護
士
と
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

県
警
の
三
者
合
同
で
、
暴
力
の
問
題
で
お

困
り
の
方
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
る
「
ミ

ン
ボ
ー
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
日
は
、
本
年
十
月
二
十
八
日

午

後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

相
談
場
所
は
、
徳
島
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ

ザ
（
徳
島
駅
ビ
ル
）
五
階
特
設
会
場
で
す
。

・
暴
力
団
等
が
交
通
事
故
等
の
示
談
に
介

入
し
て
き
て
お
困
り
の
方

・
暴
力
団
等
が
、
手
形
と
か
お
金
の
貸
し
借

り
問
題
に
介
入
し
て
き
て
お
困
り
の
方

・
家
賃
の
支
払
い
や
暴
力
団
員
に
入
居
さ

れ
て
お
困
り
の
方

・
子
ど
も
と
か
家
族
が
暴
力
団
等
と
付
き

合
っ
て
お
困
り
の
方

・
こ
れ
ま
で
に
暴
力
団
等
の
被
害
に
あ
っ

た
方

・
書
籍
購
入
を
電
話
勧
誘
さ
れ
て
お
困
り

の
方

・
そ
の
他
暴
力
に
関
す
る
こ
と

な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
の
で
一
人
で
悩

ま
ず
、
勇
気
を
も
っ
て
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。

暴
力
に
関
す
る
困
り
ご
と

無
料
相
談
日
の
ご
案
内

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
の
相
談
は
、ま
ず
警
察
へ

あ
な
た
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
ま
す

つ
き
ま
と
い
は
、
暴
行

や
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
の

重
大
犯
罪
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に

関
す
る
悩
み
ご
と
は
、
あ

な
た
の
住
ま
い
を
管
轄
す

る
警
察
署
ま
た
は
警
察
本

部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

被害状況を明らかにするためのポイント

・被害を受けた日時、場所、相手の車両

ナンバー、目撃者などの細かい記録

・相手の具体的な言葉や動作などの記録

つきまといなどの各行為において利用さ

れた電話の会話内容のメモや、ファクシ

ミリ・電子メール・手紙などの保管

・留守番電話や

会話の録音、

写真による記録

け
ん
銃
の
な
い
安
全
な
社
会
を
め
ざ
し
て

け
ん
銃
に
対
す
る
厳
し
い

規
制
が
、
日
本
の
安
全
な

社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
け
ん

銃
を
使
用
し
た
凶
悪
な
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
団
以
外
の
者

か
ら
の
押
収
が
増
加
し
て

お
り
、
け
ん
銃
が
一
般
社

会
に
拡
散
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
守
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
人
を
知
っ

て
い
る

・
け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
い
た

・
け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
が
処
分

に
困
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
場
合
は

け
ん
銃
一
一
〇
番

〇
八
八
―
六
五
三
―
四
四
四
四

ま
た
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

けん銃に関する情報をお寄せください。

（金）

（水）
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今
回
は
平
安
時
代
よ
り
貴
族
の
別
荘

地
と
し
て
ま
た
関
西
に
向
か
う
京
都
の

出
発
点
と
し
て
数
々
の
歴
史
を
今
日
に

伝
え
て
い
る
伏
見
・
宇
治
の
史
跡
を
探

訪
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

後
日
役
員
さ
ん
を
通
し
て
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
は
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日

時

十
一
月
七
日

出

発

坂
本
五
時
四
十
五
分

帰
町
予
定

二
十
一
時
四
十
分

費

用

一
万
円
（
バ
ス
・
食
費
・

拝
観
代
を
含
む
）

コ
ー
ス
予
定東

福
寺
・
酒
蔵
の
町
伏
見
・

寺
田
屋
・
平
等
院
・
そ
の
他

図書館だより

・
伊
藤
ふ
き
げ
ん
製
作
所

伊
藤
比
呂
美

・
危
な
い
少
年

町

沢

静

夫

・

歳
の
黙
示
録

宗

田

理

・
薔

薇

盗

人

浅

田

次

郎

・
新
宿
鮫
風
化
水
脈

大

沢

在

昌

・
奇
蹟
の
よ
う
な
こ
と

藤

沢

周

・
昔

の

部

屋

出
久
根
達
郎

・
フ
ォ
ー
殴ユ
ア
殴プ
レ
ジ
ャ
ー

柴
田
よ
し
き

・
も
う
君
を
探
さ
な
い

新

野

剛

志

・
晩

夏

赤

川

次

郎

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｆ

重

松

清

・
残

光

東

直

己

・
黒

塚

夢

枕

獏

・
息
子
を
犯
罪
者
に
し
な
い
の
方
法

和
田
秀
樹
ほ
か

・
薬
の
利
き
方
殴飲
み
方
殴使
い
方

越

前

宏

俊

・
人
体
汚
染
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本

小

島

正

美

・
ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
無
法
地
帯

ロ
ー
リ
ー
殴Ｂ
殴ア
ン
ド
ル
ー
ズ

・
美
し
く
な
る
フ
ル
ー
ツ
菓
子

今
田
美
菜
子

新
刊
紹
介

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会

史
跡
探
訪
の
旅
へ
の
い
ざ
な
い

勝
美
展
の
お
知
ら
せ

期

間

十
月
十
九
日

～

十
月
二
十
九
日

場

所

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

休
館
日

十
月
二
十
三
日

勝
浦
町
文
化
協
会
、
新
居
晋
氏
を
始

め
と
し
て
町
内
美
術
愛
好
家
に
よ
る
絵

画
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会
で
は
女
流

文
学
作
家
の
第
一
人
者
と
し
て
そ
の
博

識
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
田
辺
先
生

の
ご
講
演
に
参
加
さ
れ
る
会
員
の
方
々

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
勝
浦
町
図
書
館
ま

で
各
自
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

十
月
十
九
日

九
時
出
発
～
十
七
時
帰
町

場

所

板
野
町
文
化
の
館

会

費

千
円
（
バ
ス
代
）

申
し
込
み
先勝

浦
町
図
書
館

二
―
二
三
〇
〇

※
先
着
二
十
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

昼
食
代
金
は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い

「
源
氏
物
語
の
魅
力
」

田
辺
聖
子
先
生
来
県
講
演

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
は
、
返
却
本
は
玄
関
前
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

10月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 臼碓 臼臼 臼渦 臼嘘 臼唄

臼欝 臼蔚 臼鰻 臼姥 臼厩 渦碓 渦臼

渦渦 渦嘘 渦唄 渦欝 渦蔚 渦鰻 渦姥

渦厩 嘘碓 嘘臼

行
事
と
休
館
日

子
ど
も
映
画
会

七
日

午
後
二
時
か
ら

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
二
日

午
後
二
時
か
ら

勝

美

展

十
九
日
～
二
十
九
日

二
階
視
聴
覚
室

県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

（火）

（木）

（月）
（木）

（日）

（日）

（土）
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保険税と医療費の関係について

上手なお医者さんのかかり方

お医者さんの

かけもちは

やめましょう

時間外、休日受診は

なるべくさけましょう

薬をたくさん

欲しがるのは

やめましょう

家庭医

（ホームドクター）

をもちましょう

お医者さんを

信頼し、指示を

守りましょう

定期的に健康診断を
受け、病気の早期発見・

早期治療を
こころがけましょう

１ ２

３

５

４

６

医療費は今後も増え続けていく

ことが予想されるけど、私たち

のちょっとした心がけでその上

昇を止めることもできるそうよ

■国保の財源構成
（平成９年度/厚生省資料より）

■国保の１人当たり診療費と
一世帯当たり保険税調定額

（厚生省資料より）

149,076 149,926 149,269 148,910 152,518 156,952

251,080 262,243 270,835 277,288 293,131 296,382

平成４年度 ５ ６ ７ ８ ９

被保険者１人当たり診療費

一世帯当たり保険税調定額

保険税

36.7％

国庫支出金

35.7％

その他

27.6％

成人病検診（人間ドック･脳ドック）を

申し込みされた方へ

検診日を忘れないようにしましょう。
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

３ 火 健 康 相 談 ９:嘘碓～臼臼:碓碓 坂本集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

４ 水 ポリオ生ワクチン投与 臼嘘:嘘碓～臼唄:嘘碓
農村環境改善
セ ン タ ー

平成５年４月５日から平成臼渦年７月４
日までに生まれ、２回受けていない子

問 診 票
母子健康手帳

12 木 健 康 相 談 臼碓:碓碓～臼臼:嘘碓 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

13 金
離 乳 食 講 習 会 臼嘘:碓碓～臼嘘:唄碓

農村環境改善
セ ン タ ー

平成臼渦年１月１日から８
月嘘臼日までに生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 臼嘘:唄碓～臼唄:嘘碓

16 月
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:碓碓～臼唄:碓碓 中山集会所 嘘碓歳以上の女性
受診料 ～欝碓碓円
健 康 手 帳

17 火
健 康 相 談 ９:嘘碓～臼碓:嘘碓

横瀬集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 者 教 室 臼碓:嘘碓～臼臼:嘘碓

21 土 第10回健康･福祉まつり ８:00～
農村環境改
善センター 一 般 住 民

23 月 健 康 相 談 ９:嘘碓～臼臼:碓碓 生名センター 一 般 住 民 健 康 手 帳

24 火 母 と子 の 健 康教 室 ９:嘘碓～臼唄:碓碓 山西集会所
幼児を持つお母さんとそ
の家族

25 水 コレステロール教室 ９:嘘碓～臼欝:碓碓 掛谷集会所
コレステロール・中性脂
肪の高い人

健 康 手 帳

26 木 成 人歯 科 健 康診 査 臼唄:碓碓～臼蔚:嘘碓 中角集会所
唄碓歳以上の住民
（予約が必要）

27 金 １歳６ヶ月児健康診査 臼嘘:碓碓～臼嘘:嘘碓
農村環境改善
セ ン タ ー

平成臼臼年１月１日から４
月嘘碓日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

10月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

米 澤 俊
とし

郎
ろう

くん １歳 吉
よし

郎
ろう

くん ２歳

基
本
健
診
、婦
人
が
ん
検
診
を

未
受
診
の
人
は

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
、
総
合
健
診
、
人
間

ド
ッ
ク
、
職
場
健
診
等
で
、
基
本
健
診
、
婦
人
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
十
月
か
ら
医

療
機
関
で
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
期
間
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
診
は
、
循
環
器
疾
患
を
主
と
し
て
、
肝
臓
病
、

糖
尿
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
身
体
測
定
、
心
電
図
検
査
、
血
液
検
査

（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
肝
機
能
、
貧
血
、

血
糖
、
腎
機
能
）、
診
察
で
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。

婦
人
が
ん
検
診
は
、
左
記
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
子

宮
が
ん
と
、
乳
腺
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

料
金
は
子
宮
が
ん
頸
部
一
、七
〇
〇
円
、
頸
部
と
体

部
二
、五
〇
〇
円
、
乳
腺
七
〇
〇
円
で
す
。

※
た
だ
し
、
満
七
十
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
、
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

医療機関名 検診の種類 曜日 受付時間

赤 岩
医 院

基 本 健 診

月、火
木、金

９:碓碓～臼渦:碓碓
臼欝:碓碓～臼姥:碓碓

水、土 ９:碓碓～臼渦:碓碓

湯 浅
医 院

基 本 健 診

月、火
木、金

９:碓碓～臼鰻:碓碓

水 ９:碓碓～臼欝:碓碓

土 ９:碓碓～臼渦:碓碓

山 西
医 院

基 本 健 診 月～土 ９:碓碓～臼渦:碓碓

子宮がん検診
乳 腺 検 診

月～木 ９:碓碓～臼鰻:碓碓

金、土 ９:碓碓～臼渦:碓碓

勝 浦
病 院

基 本 健 診
（内科外来）

月、火
水、金

臼唄:碓碓～臼蔚:嘘碓

乳 腺 検 診
（外科外来）

木、金 臼嘘:碓碓～臼蔚:嘘碓

医療機関委託検診日程表

期間 10月２日～12月20日
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日

時

平
成
十
二
年
十
一
月
八
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

場

所

阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内

容

講
演
①

「
大
丈
夫
？
あ
な
た
の
お
家
の
ダ
ニ
対
策
」

講
師

阿
南
保
健
所
試
験
検
査
係
職
員

講
演
②

「
小
児
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」

講
師

健
康
保
険
鳴
門
病
院
小
児
科
部
長

市

岡

隆

男
先
生

対

象

ぜ
ん
そ
く
児
を
持
つ
保
護
者
お
よ
び

関
係
者
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

主

催

阿
南
保
健
所

阿
南
保
健
所
地
域
保
健
・
学
校
保
健

推
進
協
議
会

申
し
込
み

阿
南
保
健
所

健
康
対
策
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

※
締
め
切
り
日

十
一
月
一
日

備

考

保
育
室
を
準
備
し
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
児
の
気
管
支

ぜ
ん
そ
く
講
演
会

定期（医療機関分）予防接種の実施について

ＤＰＴ（百日咳・ジフテリア・破傷風三種

混合）、ＤＴ（ジフテリア、破傷風二種混合）、

麻しん、風しん予防接種の実施について、下

記のとおり実施しています。予防接種説明書、

予防接種ガイドブック等を確認の上、定期接

種の期間内に受けましょう。

○接種を受ける場合は、予約が必要です。接種を希望す

る医療機関へあらかじめお申し込みください。

○任意接種（定期接種の年齢以外の人や委託期間外に接

種した人）となった場合は、接種料金を直接、医療機

関の窓口へお支払いください。

※問い合わせは、役場福祉課保健婦へ（ ２－1502）

種 類 麻 し ん 風 し ん
百日咳・ジフテリア
破 傷 風 三 種 混 合

ジフテリア・破傷風
二 種 混 合

病 状

麻しんウイルスの飛ま

つ感染によっておこる病

気で、発熱、発しんを主

症状とし合併症として気

管支炎や中耳炎、脳炎な

どをおこすことがありま

す。

風しんウイルスの飛まつ

感染によっておこる病気

でカゼ症状で始まり、発

しん、発熱後、頸部リン

パ節腫張などが主症状で

約３日くらいで治ります。

大人になってからかかると、

重症化することがあります。

百日咳、ジフテリアは飛

まつ感染でおこり、破傷

風は傷口から菌が体内へ

入りおこる病気で、重症

化することがあります。

ジフテリアは飛まつ感染

でおこり、破傷風は傷口

から菌が体内へ入りおこ

る病気で重症化すること

があります。

対 象 年 齢

（定期接種）
生後臼渦～厩碓月未満

生後臼渦～厩碓月未満

平成臼欝年９月嘘碓日までの間

は昭和欝唄年４月２日～昭和

蔚渦年臼碓月１日までの間に生

まれた臼渦～臼蔚歳未満の男女

１期初回…生後３～厩碓月未満

１期追加…生後３～厩碓月未満

１期初回接種３回終

了後臼渦～臼姥ヶ月の間

に接種

臼臼・臼渦歳

（臼臼歳で受けるのが望ましい）

百日咳、ジフテリア、破

傷風三種混合の２期とし

て１回接種

委 託 期 間 平 成 年 ９ 月 ～ 平 成 年 １ 月 末 日 ま で

料 金

渦,碓碓碓円

（医療機関窓口へ支払っ

てください。）

無 料 無 料
無 料

医 療 機 関 赤 岩 医 院 ・ 山 西 医 院 ・ 勝 浦 病 院

任意接種となった

場合の料金
６，０００円 ６，０００円 ５，５００円 ４，５００円

（水）
（水）



８
月
16
日
～
９
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

阿
南
市

四

宮

正

人

（
大
字
三
溪
字
樫
渕

湊

夕

子

大
字
三
溪
字
中
村

小

関

新

悟

（
大
字
生
名
字
平
野

大
西
妙
恵
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

谷

匡

人

二
女

大
字
棚
野

）

字
広
松

博

美

夏な
つ

実み

桃

本

茂

樹

長
女

大
字
生
名

）

字
山
ノ
神

亜
希
子

和わ

佳か

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
坂
本
字
稲
原

平

岡

恒

雄（

歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

山

本

光

夫（

歳
）

大
字
沼
江
字
折
宇

山

本

キ

ミ（

歳
）

大
字
坂
本
字
生
実

中
川
ニ
チ
子（

歳
）

大
字
三
溪
字
高
屋

森

カ
ツ
ミ（

歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平

岡

義

和
さ
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）

白

草

敏

治
さ
ん
（
生
名
）

宮

本

春

子
さ
ん
（
黒
岩
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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心配ごと相談
● 日時 10月６日

10月13日

10月20日

10月27日

● 時間

午前臼碓時～午後３時

● 内容

人権殴行政殴厚生殴福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

臼碓月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月４日 上勝町診療所 ６－０３０２

臼碓月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月 日 山 西 医 院 ２－３０２７

臼碓月臼碓日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月臼渦日 湯 浅 医 院 ２－２００３

臼碓月臼唄日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月臼蔚日 赤 岩 医 院 ２－２００６

臼碓月臼姥日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月渦碓日 上勝町診療所 ６－０３０２

臼碓月 日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月渦唄日 山 西 医 院 ２－３０２７

臼碓月渦蔚日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

臼碓月渦姥日 湯 浅 医 院 ２－２００３

臼碓月嘘碓日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

戸

籍

の

窓

交通事故相談日

日 時 臼碓月渦欝日 午前臼碓時～午後４時

（受付時間 午後３時まで）
場 所 小松島中央会館 小松島市松島町欝-蔚

碓姥姥欝嘘-渦-渦碓嘘碓
相談員 川 田 武 志

お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階
碓姥姥-蔚渦臼-嘘渦碓碓

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表
10 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
５ 臼渦臼厩渦蔚

午後７:嘘碓～
木 木 木 木

踊 り
臼臼臼姥渦欝

午後２:碓碓～
水 水 水

歌 謡
臼蔚渦嘘嘘碓

午後７:嘘碓～
月 月 月

生け花
２ 渦碓

午後８:碓碓～
月 金

大正琴
５ 臼渦渦姥 木曜日は午後１ : 碓碓～

土曜日は午後６ : 30～木 木 土

習 字
６ 臼嘘渦碓渦鰻

午後７:碓碓～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

10月 交流講座日程

８
月
16
日
～
９
月
15
日

（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

6983835986

⑧


	無題



